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議
員

老
人
医
療
費
の
急
速

な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
設
置
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
広
域
連
合
の
規

約
で
は
、
広
域
連
合
議
会
の

議
員
選
挙
は
県
下
三
五
市
町

村
議
会
の
議
員
か
ら
二
〇
人

を
選
出
す
る
間
接
選
挙
を
行

う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
選

出
方
法
を
採
用
す
る
理
由
を

伺
い
た
い
。

保
険
年
金
・
介
護
保
険
担
当

部
長
（
以
下
、
保
険
年
金
担

当
部
長
）

広
域
連
合
議
会

議
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

は
、
選
挙
に
係
る
費
用
の
節

減
等
の
観
点
か
ら
、
広
域
連

合
を
組
織
す
る
市
町
村
議
会

の
議
員
に
よ
る
間
接
選
挙
と

し
て
い
る
。

議
員

広
域
連
合
議
会
議
員

の
選
挙
で
は
、
県
内
を
八
ブ

ロ
ッ
ク
に
区
分
し
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
内
で
間
接
選
挙
を
行
う

こ
と
と
な
る
。
こ
の
場
合
、

議
員
を
選
出
で
き
な
い
市
町

村
が
半
数
と
な
る
が
、
そ
の

市
町
村
と
住
民
の
意
見
は
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か

伺
い
た
い
。

保
険
年
金
担
当
部
長
・
保
険

年
金
課
長

広
域
連
合
規
約

で
は
、
構
成
団
体
で
あ
る
す

べ
て
の
市
町
村
が
広
域
連
合

の
運
営
に
参
画
で
き
る
よ
う

に
、
首
長
等
に
よ
る
運
営
協

議
会
を
設
置
し
、
住
民
の
権

利
義
務
等
に
か
か
わ
る
運
営

上
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
審

議
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

議
員
を
選
出
で
き
な
い
市
町

村
の
意
見
は
こ
の
運
営
協
議

会
で
の
審
議
を
通
じ
て
反
映

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

七
五
歳
以
上
の
す
べ

て
の
高
齢
者
が
加
入
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
平
成

二
十
年
四
月
に
創
設
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
制
度

の
財
政
運
営
上
の
負
担
割
合

を
聞
き
た
い
。

保
険
年
金
担
当
部
長

財
政

負
担
の
割
合
は
、
公
費
が
五

割
、
医
療
保
険
か
ら
の
支
援

金
が
四
割
、
後
期
高
齢
者
で

あ
る
被
保
険
者
の
負
担
が
一

割
で
あ
る
。
な
お
、
後
期
高

齢
者
と
現
役
世
代
の
人
口
比

率
の
変
化
に
応
じ
て
、
負
担

割
合
を
調
整
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
で
は
、
七
五
歳
以
上
の
被

保
険
者
各
自
が
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
る
が
、
負
担

額
は
ど
の
程
度
と
な
る
の
か
。

保
険
年
金
担
当
部
長

厚
生

労
働
省
の
試
算
で
は
、
厚
生

年
金
の
平
均
的
な
年
金
収
入

額
で
あ
る
二
〇
八
万
円
の
場

合
の
保
険
料
は
、
応
益
割
と

応
能
割
が
そ
れ
ぞ
れ
三
一
〇

〇
円
と
な
り
、
合
計
で
月
額

六
二
〇
〇
円
と
し
て
い
る
。

議
員

低
所
得
者
お
よ
び
、

扶
養
家
族
で
保
険
料
を
支
払

う
必
要
が
な
か
っ
た
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
の
保
険
料

の
軽
減
措
置
を
聞
き
た
い
。

保
険
年
金
担
当
部
長

世
帯

の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
応

益
割
の
七
割
、
五
割
、
二
割

の
三
段
階
の
軽
減
措
置
を
設

け
る
と
さ
れ
て
い
る
。一
方
、

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に

は
、激
変
緩
和
の
観
点
か
ら
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

後
二
年
間
は
、
保
険
料
（
応

益
割
分
）
が
半
額
と
な
る
措

置
を
設
け
る
と
さ
れ
て
い
る
。

議
員

障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
後
八
か
月
が
経
過
し

た
が
、
障
害
者
は
介
護
等
の

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

回
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
え
ず
、

一
方
、
障
害
者
を
支
え
て
き

た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
者
等

も
大
幅
な
減
収
に
よ
り
経
営

が
困
難
な
状
況
と
聞
い
て
い

る
。
障
害
者
自
立
支
援
法
に

お
け
る
現
時
点
で
の
課
題
を

伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

法
の
施
行

に
よ
り
、
�
利
用
者
負
担
が

応
能
負
担
か
ら
定
率
負
担
と

な
り
、
低
所
得
者
世
帯
の
負

担
が
増
加
し
た
こ
と
�
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
報
酬
が
利
用
実

績
に
応
じ
た
日
額
払
い
と
な

っ
た
た
め
、
事
業
者
等
へ
の

報
酬
額
を
適
正
に
保
つ
こ
と
、

の
二
点
が
課
題
で
あ
る
。

議
員

低
所
得
者
世
帯
の
利

用
者
負
担
に
対
す
る
本
市
の

軽
減
策
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

現
在
、
本

市
が
実
施
主
体
で
あ
る
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
な
ど
の

地
域
生
活
支
援
事
業
や
補
装

具
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者

世
帯
の
利
用
者
負
担
を
一
般

世
帯
の
半
額
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
十
九
年
度
以
降
は
さ

ら
に
介
護
給
付
・
訓
練
等
給

付
に
伴
う
利
用
者
負
担
に
つ

い
て
も
軽
減
策
を
実
施
す
る

考
え
で
あ
る
。

議
員

平
成
十
六
年
九
月
に

本
市
は
市
域
内
の
相
模
川
水

系
お
よ
び
金
目
川
水
系
の

「
平
塚
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
公
表
し
た
。
そ
の

後
、
県
が
「
相
模
川
水
系
相

模
川
中
流
浸
水
想
定
区
域

図
」
を
平
成
十
八
年
八
月
に

公
表
し
て
い
る
。
県
と
市
の

浸
水
想
定
区
域
の
相
違
を
伺

い
た
い
。

防
災
安
全
部
長

本
市
作
成

の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

比
較
す
る
と
、
県
の
浸
水
想

定
区
域
図
で
は
、
大
神
地
区

の
新
幹
線
以
北
と
国
道
一
二

九
号
線
以
西
の
部
分
に
お
い

て
、
浸
水
の
深
さ
が
〇
・
五

�
未
満
と
一
・
〇
�
未
満
と

な
る
区
域
が
拡
大
し
て
い
る
。

議
員

浸
水
想
定
区
域
が
拡

大
さ
れ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

相
模
川
上

流
部
の
厚
木
市
域
で
の
破
堤

に
よ
る
影
響
が
加
味
さ
れ
た

た
め
で
あ
る
。

議
員

本
市
の
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

防
災
安
全
部
長

県
は
十
九

年
度
に
金
目
川
水
系
の
洪
水

浸
水
予
測
図
の
作
成
を
予
定

し
て
い
る
。
本
市
は
今
回
公

表
さ
れ
た
浸
水
想
定
区
域
図

の
内
容
と
併
せ
て
検
討
し
、

本
市
に
係
る
部
分
の
修
正
や

見
直
し
を
行
い
た
い
。

議
員

避
難
行
動
に
時
間
を

要
す
る
災
害
時
要
援
護
者
等

へ
の
避
難
情
報
の
提
供
に
つ

い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

高
齢
化
の

進
展
等
を
踏
ま
え
て
、
災
害

時
要
援
護
者
等
へ
「
避
難
準

備
情
報
」
を
伝
達
す
る
こ
と

と
な
り
、
現
在
「
避
難
準
備

情
報
」、「
避
難
勧
告
」、「
避

難
指
示
」
の
三
段
階
に
つ
い

て
数
値
基
準
を
設
け
る
作
業

を
進
め
て
い
る
。

議
員

数
値
基
準
の
内
容
と

策
定
時
期
を
伺
い
た
い
。

防
災
安
全
部
長

数
値
基
準

に
は
一
二
時
間
雨
量
・
一
時

間
雨
量
や
河
川
の
水
位
情
報

を
取
り
込
む
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
の
風
水
害
は
局

地
的
な
集
中
豪
雨
と
な
る
こ

と
か
ら
、
気
象
庁
横
浜
地
方

気
象
台
と
神
奈
川
県
県
土
整

備
部
で
検
討
を
進
め
て
い
る

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
、
十

九
年
度
に
運
用
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
本
市
は
こ
れ
ら
を

総
括
し
て
避
難
に
関
す
る
数

値
基
準
を
策
定
す
る
が
、
平

成
十
九
年
六
月
頃
の
出
水
期

ま
で
に
は
暫
定
基
準
と
し
て

定
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

発
生
の
切
迫
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
南
関
東
地
震

等
に
備
え
て
、
国
は
平
成
十

八
年
一
月
に
「
建
築
物
の
耐

震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
を
改
正
し
た
。
そ
の
主

な
改
正
点
は
、
�
二
十
七
年

度
ま
で
に
住
宅
等
の
建
築
物

の
耐
震
化
率
を
少
な
く
と
も

九
割
と
す
る
�
耐
震
改
修
工

事
に
要
し
た
費
用
を
所
得
税

か
ら
控
除
す
る
な
ど
の
耐
震

改
修
促
進
税
制
を
創
設
す
る
、

の
二
点
で
あ
る
。
市
内
住
宅

の
現
在
の
耐
震
化
状
況
を
聞

き
た
い
。

都
市
政
策
部
長

市
内
に
は
、

昭
和
五
十
六
年
度
以
前
に
建

築
さ
れ
た
耐
震
性
の
不
十
分

な
住
宅
が
約
一
万
六
〇
〇
〇

棟
、
耐
震
性
を
満
た
し
て
い

る
住
宅
は
約
三
万
九
〇
〇
〇

棟
で
あ
り
、
耐
震
化
率
は
約

七
一
％
と
な
る
。

議
員

耐
震
化
率
を
九
割
に

引
き
上
げ
る
た
め
、
本
市
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

都
市
政
策
部
長

現
在
実
施

し
て
い
る
居
住
用
木
造
建
築

住
宅
等
の
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
工
事
へ
の
補
助
を
継
続

す
る
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、

改
正
さ
れ
た
法
律
に
は
、「
市

町
村
は
耐
震
改
修
促
進
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
努
め
る
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市

で
は
、
十
九
年
度
に
建
築
物

の
現
況
調
査
を
行
い
、
二
十

年
度
を
め
ど
に
、
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
あ
る
。

議
員

子
供
を
楽
し
く
産
み

育
て
、
育
児
に
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
さ
せ
な
い
社
会
環
境
づ

く
り
が
子
育
て
支
援
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
就
労
形
態
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
休
日

等
で
の
保
育
の
実
施
要
望
が

あ
る
が
、
保
育
所
（
園
）
の

役
割
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

市
内
の
保

育
所
で
は
、
一
時
保
育
、
特

定
保
育
、
休
日
保
育
等
を
実

施
し
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
の
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

議
員

働
く
女
性
の
増
加
に

伴
い
、
子
供
を
妊
娠
す
る
と

同
時
に
親
は
出
産
・
育
児
の

準
備
を
始
め
、
保
育
所
へ
の

入
所
に
つ
い
て
も
心
配
す
る

と
聞
く
。
働
く
親
を
支
援
す

る
市
内
の
保
育
所
の
入
所
状

況
を
伺
い
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

保
育
所
へ

の
入
所
申
し
込
み
者
数
は
年

々
増
加
し
て
い
る
。
十
七
年

度
の
入
所
者
数
は
、
市
内
三

〇
か
所
の
保
育
所
で
延
べ
三

万
八
二
八
二
人
で
、
そ
の
う

ち
、
延
べ
九
三
七
人
が
市
外

か
ら
の
受
託
児
童
で
あ
る
。

議
員

市
内
保
育
所
（
園
）

で
は
、
四
月
の
定
期
入
所
以

外
は
五
日
前
に
入
所
の
可
否

が
内
示
さ
れ
る
。
入
所
希
望

者
の
準
備
期
間
を
考
慮
し
、

一
か
月
前
に
内
示
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

一
か
月
前

に
内
示
し
た
場
合
、
入
所
希

望
月
の
前
月
末
の
退
所
予
定

を
加
味
し
た
入
所
判
定
が
困

難
と
な
る
。
そ
の
た
め
退
所

に
伴
う
欠
員
が
生
じ
て
も
、

約
一
か
月
間
入
所
不
可
能
と

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
保

護
者
の
不
満
が
生
じ
た
り
、

保
育
所
の
運
営
に
支
障
を
来

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
点
も
踏
ま
え
、
平
成

十
九
年
五
月
入
所
分
か
ら
は
、

一
〇
日
前
に
入
所
の
可
否
を

内
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

保
育
所
の
入
所
決
定

早
期
内
示
の
考
え
は

新
た
な
保
険
料
負
担

軽
減
措
置
の
内
容

災
害
時
要
援
護
者
等
へ

避
難
準
備
情
報
を
伝
達

議
員

障
害
者
が
通
所
す
る

市
内
二
七
か
所
の
地
域
作
業

所
に
は
、
県
と
市
が
各
二
分

の
一
の
運
営
補
助
金
を
支
出

し
て
い
る
。
県
は
地
域
作
業

所
に
障
害
者
自
立
支
援
法
上

の
事
業
者
へ
の
移
行
を
促
し

て
い
る
が
、
現
行
の
運
営
形

態
で
の
存
続
を
望
む
地
域
作

業
所
も
あ
る
と
聞
く
。
地
域

作
業
所
に
対
す
る
本
市
の
補

助
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

地
域
作
業

所
が
今
後
の
施
設
の
在
り
方

を
考
え
る
中
で
運
営
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
本
市

は
県
の
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
、

十
九
・
二
十
年
度
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
補
助
額
を
維
持

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
作
業
所
へ
の
助
成

障
害
者
自
立
支
援
法

施
行
後
の
課
題
な
ど
尋
ね
る

（�）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中にににににににににににににににににににににににに設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

議員不選出の市町村意見どう反映

神神奈奈川川県県 後後期期高高齢齢者者
医医療療広広域域連連合合 のの議議会会

平成��年（２００７年）�月��日

スポーツを楽しむ高齢者

県
が
相
模
川
水
系
の
浸
水
想
定
区
域
図
を
公
表

市
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
見
直
し
は

ひらつか議会だより

平塚市洪水ハザードマップ

就
労
形
態
の
多
様
化

求
め
ら
れ
る
子
育
て
支
援
策
の
充
実

２０
年
度
め
ど
に
耐
震
改
修
促
進
計
画
策
定

建
築
物
の
耐
震
化
率
向
上
目
指
す

第 ��� 号
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